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利
用
料 

２ 

まちなかを巡回する『まちなか便』と郊外とまちなかをつなぐ『郊外便』のワゴン車２台で運行します。 

フェニックス共済 
兵庫県住宅再建共済制度 

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００　　http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

阪神・淡路大震災の教訓を生かした助け合いの制度 

地震・台風・洪水・落雷など 
あらゆる自然災害に対応 

住宅をお持ちの方の 住宅再建共済制度 
年額5,000円で 

最大600万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で半壊以上の設定に限ります 

住宅にお住まいの方の 家財再建共済制度 
年額1,500円で 

最大50万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で床上浸水以上の認定に限ります 

賃貸、借家に 
お住まいの方も 
入れます！ 

まちなか 郊外 

〇１回（のりつぎ可）１００円 
〇回数券（１１回分）１，０００円 
〇定期券　　　１か月４００円　１年４，０００円 
※６５歳以上の免許自主返納者への１年間
無料定期券もあります。 

田口 
高岡 
福田 
山崎 

西治 
高橋 南田原 

八千種 

西田原 
東田原 
大貫 

郊外便（川西地区） 郊外便（川東地区） まちなか便 

奇数日 
（月～土） 

偶数日 
（月～土） 

まちなか便 
（１２人乗） 

郊外便 
（８人乗） 

川西地区 

川東地区 

運行エリア 運行日 運行方法 

駅前～新町～図書館～ 
役場～田尻～文珠荘～ 
辻川～西野～文化センター 

月～土曜の毎日運行 
（日・祝は運休） 

月～土曜の奇数日 
（日・祝は運休） 

田口・高岡・福田 
山崎・西治・高橋 

西田原・東田原・南田 
原・大貫・八千種 

月～土曜の偶数日 
（日・祝は運休） 

決まった路線を決まった 
時刻どおりに運行 
１日８便 

電話予約が必要 

（予約がないと運行しません） 

予約があれば１日４往復 

問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１） 

◆郊外便の予約・問い合わせ先 
　予約センター　　２４－３４００ 
　（受付時間）８：３０～１７：００ 
　利用日の７日前から１時間
　前まで 
　※１便目の予約は前日まで 



子ども映画会 
「スプーンおばさん： 
とんだヒコーキ大成功　他」 

３ 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書8冊　　児童書6冊 
「空飛ぶ広報室」　　　　有川　　浩 
「レアケース」　　　　　大門　剛明 

　図書館ギャラリーで秋祭りスナップ写真展を行
います。秋祭りで撮った写真をカウンターへお持
ちください。 
　写真受付期間　11月6日～30日 
　展示期間　　　11月中旬～12月末 
　　　　　　　　※サイズ不問 
　　　　　　　　※営利目的での展示はできません 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（１１月１７日～１２月５日） 

えほんのじかん 
12月5日（水） 
11：00～ 

おたのしみ会 
12月1日（土） 
14：00～ 

11月24日（土） 
14：00～ 

資料整理日 12月6日（木） 休館 

応援隊フェスタ 
11月17日（土）10：00～ 
・おはなし会　・・かたりべ 

・紙芝居　・・バザー　・・布絵本 
・わたがし　・・ポップコーン 

・ゲスト：夢華灯 

◇ 文化センターからのお知らせ ◇ 

神崎学園 
日時：１２月６日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：１２月６日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　１２月１３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
 
　広報９月号でご案内していた「県民芸術劇場
スペシャルファミリーコンサート」は、台風の
ため、次のとおり日程が変更となりました。詳
しくは広報１月号でお知らせします。 
日時　平成２５年２月３日（日）１４:３０開演（１４:００開場） 
場所　エルデホール 
公演団体　音楽の館フィルハーモニー管弦楽団 

「県民芸術劇場」日程変更 

・火の取り扱いには充分注意してください。 

・住宅用火災警報器は設置しましたか？ 

・「１１９番通報」の正しい利用をお願いします。 

※火災予防の相談は、中播消防署（　２３－０１１９）また

は姫路市消防局予防課（　０７９－２２３－９５３２）へ。 

秋季全国火災予防運動 
11月9日（金）～15日（木） 

『消すまでは　出ない行かない　離れない』 

〈第23回〉 

　福崎町の豊かな自然と歴史が調和した自然歩道
を舞台に、名所や神社仏閣を巡るコースで歩こう
大会を開催します。 
日　　時　１１月２３日（金・祝）８：００受付開始 
集合場所　田原小学校グラウンド（小雨決行） 
参 加 費　２００円 
参加対象　健康な状態で参加できる人 
　　　　　（幼稚園児以下は保護者同伴） 
コ ー ス 
①のんびりコース（約９㎞） 
柳田國男生家→辻川山→神積寺→日光寺山登山
口→大善寺→大庄屋三木家住宅を巡るコース 
②ファミリーコース（約１２㎞） 
柳田國男生家→辻川山→神積寺→日光寺→大善
寺→大庄屋三木家住宅を巡るコース 
③健脚コース（約２０㎞） 
柳田國男生家→辻川山→神積寺→日光寺→大歳
神社→大善寺→八千種慰霊塔→春日山キャンプ
場→東中学校→桜池→大庄屋三木家住宅を巡る
コース 
申 込 先　住民生活課　　22－0560（内線373） 
　　　　　　　　　　　FAX 22－5980 
申込期限　１１月９日（金）（電話・FAX申込可。参加

者全員の氏名・住所・性別・年齢・電
話番号・参加するコースをお知らせく
ださい。） 

そ の 他　コースの一部で、ベビーカー・手押し
車などで通れない所があります。 

主　　催　福崎町・福崎町自然保護審議会 



４ 

　もち麦をつかった麺には、おなじみのもちむぎ麺、
もちむぎ素麺のほかに“もちむぎパスタ”もあり
ます。市販のパスタでは味わえないもちもちした
食感をお楽しみください。 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１１月の休館日】１日・８日・１１日・１５日・２２日・２４日・２９日 
　【１２月の休館日】６日・１３日・２０日・２５日・２７日・２９日～３１日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 
チケット好評発売中！ 11月17日（土） 11月の催し 

エルデジャズフェスティバル 
■出演／グレース・マーヤ　ソロ～デュオ
～トリオ＋４トランペッツ　マイルス・
ディビス　フォーエバー 
■開演／１９：００（開場１８：３０） 
■入場料／大人３,５００円　高校生以下２,５００円 

（当日各５００円増）【全席自由】 
☆第１部は女性のピアニスト兼シンガー
のグレース・マーヤのステージです。低

音の魅力を発揮したハスキーヴォイスは多くのファンを
魅了しています。第２部はマイルス・デイビスを偲ぶ４
人のトランペッターたちの共演です。秋の夜にジャズの
ひとときを、お楽しみください。 

チケット好評発売中！ 12月22日（土） 12月の催し 

エルデクリスマスコンサート 
■出演／アンサンブル・プリンチピ・ヴェネチアーニ 
　姫路YMCAハンドベル・クラブ（ハンドベル） 
■開演／１５：００（開場１４：３０） 
■入場料／大人１,０００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 
☆西洋の初期バロック音楽を当時使用さ
れていた楽器の復元楽器を用いて演奏し
ます。時代を越えた楽器の音色とハンド

ベルの音色がエルデホールに響き渡ります。すてきなク
リスマスのひとときをお楽しみください。 

“お正月用寄せ植え教室” 
参加者募集！!

“お正月用寄せ植え教室” 
参加者募集！!

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　今年も残すところあと２か月。また新しい年がやって

来ます。 

　今年度も新年を迎える準備のひとつとして、玄関を華

やかに飾る寄せ植え教室を行います。県立フラワーセン

ターの先生をお迎えして、花の植え方から手入れの仕方

まで、ていねいに教えていただきます。みんなで寄せ植

えを楽しみましょう。 

日　時　１２月１日（土） 

　　　　１３：３０～ 

場　所　文化センター 

　　　　小ホール 

参加費　２５００円 

　　　　（材料費のみ） 

持ち物　軍手・スコップ 

募集人数　３０人 

申込先　文化センター 

　　　　　２２－３７５５ 

 

 

　今月のボランティア活動予定（１１／２０～１２／１９）をお

知らせします。ぜひご参加ください。 

みどりのグループ 

　１２月５日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

　１２月１９日（水）９：００～　ＪＡ八千種前花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

あさりとトマトを使って 

材料（２人分） 
・もちむぎパスタ２袋 
・あさり２００ｇ 
・玉ねぎ（スライス）
小１個 
・ホールトマト缶 
　（つぶす）２００ｇ 
・ベーコン 
　（１cm幅切り）２枚 
・にんにく　ひとかけ 
・赤唐辛子（タネは除
く）１本･･･お好みで 
・白ワイン大１ 
・パセリ大１ 
・オリーブオイル大２ 
・塩・コショウ・砂糖
適量 
・粉チーズ適量 

作り方 
①鍋にお湯を沸騰させ、パス
タをゆでる。 
②フライパンにオリーブオイ
ルとにんにくを入れ、弱火
でじっくり炒める。最後に
唐辛子を入れ、ベーコン・
玉ねぎを炒める。 
③②にあさりを入れさっと炒
め、白ワイン（なければ酒）
を入れ、フタをして蒸し煮
にし、塩コショウする。 
④アサリの口が開いたらトマ
トを加える。酸味が強けれ
ば少し砂糖を足す。 
⑤ゆであがったパスタにかけ、
パセリ・粉チーズをお好み
でかけて、できあがり。 



生活科学 
センター 
だより 

〔
相
談
〕 

　
農
繁
期
で
忙
し
く
し
て
い
る
時

に
「
ご
注
文
の
健
康
食
品
を
お
送

り
し
ま
す
。
」
と
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
。
何
を
注
文
し
た
か
た
ず

ね
る
と
「
自
分
が
注
文
し
た
の
に

忘
れ
た
の
か
。
今
日
送
る
の
で
支

払
い
は
代
引
き
で
お
願
い
す
る
。
」

と
言
っ
て
電
話
が
切
れ
た
。
い
く

ら
考
え
て
も
注
文
し
た
覚
え
が
な

い
。 

（
６０
歳
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
相
談
者
は
事
業
者
名
に
覚
え
は

な
く
、
商
品
も
何
か
全
く
分
か
ら

な
い
よ
う
す
で
し
た
。 

　
商
品
は
必
要
な
い
の
で
届
い
た

時
に
受
取
拒
否
で
返
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
契
約
が
成
立
し
て
い
る

か
不
確
か
で
電
話
勧
誘
販
売
に
該

当
す
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
念

の
た
め
に
、
商
品
の
送
り
状
に
書

い
て
あ
る
送
付
主
の
住
所
・
氏
名

（
会
社
名
）
・
電
話
番
号
・
品
名

な
ど
を
記
録
し
て
お
き
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
を
出
す
こ

と
を
助
言
し
ま
し
た
。 

＊
特
定
商
取
引
法
で
は
訪
問
販
売

や
電
話
勧
誘
販
売
は
契
約
書
を
受

取
っ
て
か
ら
８
日
間
の
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
期
間
が
あ
り
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、
悪
質
な
業
者
に
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
を
出

し
て
も
宛
所
不
明
で
戻
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
戻
っ
て
き
た

ハ
ガ
キ
は
契
約
解
除
の
意
思
を
表

す
も
の
な
の
で
、
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
類
似
の
販
売
形
態
に
、
事
業
者

か
ら
消
費
者
に
対
し
て
突
然
一
方

的
に
商
品
を
送
り
つ
け
て
く
る
「
送

り
つ
け
商
法
」
が
あ
り
ま
す
。『
商

品
を
購
入
し
な
い
場
合
に
は
商
品

を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
返
送
さ

れ
な
い
場
合
に
は
、
購
入
し
た
も

の
と
み
な
し
て
代
金
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。
』
な
ど
の
通
知

文
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
は
、
消

費
者
が
購
入
す
る
旨
の
通
知
を
し

な
け
れ
ば
契
約
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

商
品
を
受
取
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

代
金
を
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
購
入
す
る
つ
も
り

は
な
い
か
ら
と
商
品
を
勝
手
に
廃

棄
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

返
送
す
る
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

送
付
が
あ
っ
た
日
か
ら
１４
日
間
保

管
義
務
が
あ
り
ま
す
。（
事
業
者

に
引
取
り
を
要
求
し
た
時
は
７
日

間
）
こ
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
廃
棄

処
分
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

　
困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
中
核

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

注
文
し
な
い
商
品
が
 

届
い
た
ら
 

問
わ
れ
た
自
律（
立
）の
町
づ
く
り 

　
「
村
は
住
む
人
の
ほ
ん
の
僅
か

な
氣
持
か
ら
、
美
し
く
も
ま
づ
く

も
な
る
も
の
だ
」
は
柳
田
國
男
さ

ん
の
言
葉
で
す
。 

　
私
が
こ
の
文
章
を
読
ん
だ
の
は
、

町
長
に
な
っ
て
３
年
後
の
こ
と
で

し
た
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、

福
崎
町
が
生
ん
だ
大
先
輩
の
作
品

を
町
長
に
な
る
ま
で
は
ほ
と
ん
ど

読
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
こ
の
言
葉
は
町
づ
く
り
の
原
点

だ
と
思
い
、
「
自
律（
立
）の
町
づ

く
り
」
を
提
唱
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
９
月
議
会
で
は
、
こ
の
自
律 

（
立
）
の
町
づ
く
り
が
大
き
く
問

わ
れ
ま
し
た
。
町
の
中
に
ほ
ん
の

僅
か
な
気
持
ち
で
い
い
か
ら
美
し

い
町
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
人
が
育

っ
て
い
る
の
か
を
、
平
成
２３
年
度

の
決
算
報
告
に
も
と
づ
い
て
た
ず

ね
ら
れ
ま
し
た
。 

　
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
集
落
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
自
主
性
と
創

意
工
夫
で
計
画
書
を
提
出
し
、
基

準
を
満
た
し
て
い
れ
ば
補
助
金
が

出
る
福
崎
町
独
自
の
制
度
で
す
。

平
成
２３
年
度
は
、
こ
の
事
業
へ
の

応
募
が
減
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
福
祉
施
設
に
文
珠
荘
が
あ
り
ま

す
が
、
風
呂
場
に
石
け
ん
が
置
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
設
立
当
初
は
置
い
て

い
た
の
で
す
が
、
置
い
て
も
置
い

て
も
す
ぐ
な
く
な
る
の
で
置
か
な

い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
山
の
中
や
河
川
敷
へ
の
ゴ
ミ
不

法
投
棄
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
自

律
（
立
）
の
町
づ
く
り
の
趣
旨
か

ら
は
ず
れ
て
い
る
事
象
が
た
く
さ

ん
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
三
面

か
ら
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町

と
し
て
は
、
自
助
、
共
助
に
い
い

影
響
が
及
ぶ
よ
う
に
公
助
を
考
え

る
こ
と
で
す
。 

　
１１
月
に
入
る
と
来
年
度
の
予
算

編
成
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。
議
会
、

区
長
会
な
ど
か
ら
既
に
た
く
さ
ん

の
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
要
望
に
し
っ
か
り
と
応
え
る

予
算
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

５ 

サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 



   

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
各
家
庭
の
宝
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の

宝
だ
と
言
え
ま
す
。 

　
ま
ず
、
大
人
自
身
が
、
大
人
社

会
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
み
る
と

と
も
に
、
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー

ル
を
身
を
も
っ
て
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
よ
り
多
く
の
み

な
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
青

少
年
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
行

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
家
庭
は
子
ど
も
に
と
っ
て
人
格

形
成
の
行
わ
れ
る
最
初
の
場
所
で

す
。 

　
親
で
あ
る
み
な
さ
ん
は
、
基
本

的
な
生
活
態
度
や
社
会
規
範
な
ど

を
子
ど
も
に
正
し
く
伝
達
し
て
い

く
責
任
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
ま

し
ょ
う
。
家
庭
で
の
し
つ
け
、
ふ

れ
あ
い
と
信
頼
関
係
の
大
切
さ
や

生
活
習
慣
な
ど
、
家
庭
の
あ
り
方

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

   

　
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

は
、
家
庭
や
学
校
、
関
係
機
関
の

努
力
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
地

域
に
お
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、
励
ま

し
、
と
き
に
は
注
意
す
る
こ
と
が
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
大
き
な
力

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
害
な
情

報
や
環
境
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る
こ
と
も
大
切
な
役
割
で
す
。 

　
全
て
の
人
が
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
互
い
に
助
け
、
支
え
あ

え
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
」
と
い
う
視
点
に

立
っ
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
し
ょ
う
。 

   

　
変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
支
え
る
青
少
年
の
育
成
の
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
、
よ
り
多
く
の
青
少
年
が
自

立
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
み
、
積

極
的
に
社
会
へ
参
画
し
て
い
け
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、
大
人
の
み
な
さ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ

に
な
り
、
世
代
を
こ
え
て
、
地
域

の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
参
加
す

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

（
社
会
教
育
課
） 

○
青
少
年
の
育
成
は 

　
大
人
一
人
ひ
と
り
の
責
務 

○
地
域
で
一
体
と
な
っ
て 

　
青
少
年
の
育
成
を 

○
青
少
年
の
多
様
な
社
会
参 

　
加
活
動
を
支
え
よ
う 

○
家
庭
の
あ
り
方
を 

　
ふ
り
か
え
ろ
う 

１１
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
強
調
月
間
」
で
す 

青少年補導委員が 
知事表彰・知事感謝・会長感謝を受賞 

青少年補導委員が 
知事表彰・知事感謝・会長感謝を受賞 
　去る１０月２６日に開催された第４５回兵庫県青少年補導委員大

会で、永年（２０年・１０年）にわたり青少年の非行防止・健全育

成に貢献されたことに対し、神崎郡青少年補導委員が知事表彰、

知事感謝を受賞されました。 

　また、継続して青少年の健全育成に尽力されたことに対し、

兵庫県青少年補導委員連合会会長感謝を受賞されました。受賞

された方々は次のとおりです。（敬称略） 

【兵庫県知事表彰（２０年）】　福島和江（駅前） 

【兵庫県知事感謝（１０年）】　西川英隆（新町） 

【兵庫県青少年補導委員連合会会長感謝（５年）】 

　久後龍馬（福崎小）・溝端巖（八千種小）・大西啓司（福崎西中） 

　おめでとうございます。今後とも地域の青少年健全育成のた

め、ますますのご活躍を祈念します。 

（社会教育課） 

人権フェスティバル 

日　時　１２月９日（日）　９：３０～ 
場　所　文化センター　大ホール 
内　容 
　第１部　小・中学生の主張、体験発表 
　第２部　講演 
　演題　「～大震災を経験して～思いやりの心」 
　講師　フリーアナウンサー　桑原征平さん 

　世界５０か国を回る貴重な体験や長
年のテレビ取材の経験から語られる話
題豊富な講演で、「思いやりの心」に
ついて考えてみませんか。 

　●小中学生の人権ポスター、標語の展示　ほか 

６ 



福崎町 

知
ら
ん
ぷ
り
　
し
な
い 

　
さ
せ
な
い
　
勇
気
持
と
う 

高
岡
小
学
校
６
年
　
　 

秋
武
諒
紀 

「
ご
め
ん
ね
。」
と
　
こ
の
一
言
で 

　
笑
顔
に
も
ど
る 

八
千
種
小
学
校
６
年
　 

谷
岡
巧
望 

自
分
か
ら
　
ご
め
ん
と
言
え
る 

　
そ
の
勇
気 

福
崎
小
学
校
６
年
　
　 

大
上
凌
弥 

や
め
よ
う
よ
　
か
げ
口
悪
口 

　
知
ら
ん
ふ
り 田

原
小
学
校
６
年
　
　 

牛
尾
智
哉 

　
「
今
日
、
○
○
市
○
○
町
で
、
部

屋
で
男
の
子
が
た
お
れ
て
い
る
と
、

近
所
の
住
民
か
ら
１
１
０
番
通
報
が

あ
り
ま
し
た
。
警
察
に
よ
る
と
、
体

に
複
数
も
の
あ
ざ
が
あ
り
、
ぎ
ゃ
く

た
い
を
さ
れ
て
い
た
と
見
て
そ
う
さ

を
進
め
て
い
ま
す
。
」 

　
み
な
さ
ん
は
、
『
幼
児
ぎ
ゃ
く
た

い
』
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
て
ど
ん

な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
多

分
、
な
ぐ
ら
れ
る
と
か
体
に
傷
を
つ

け
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
思
い
浮

か
べ
る
で
し
ょ
う
。
幼
児
ぎ
ゃ
く
た

い
と
は
、
自
分
勝
手
に
、
親
が
子
ど

も
に
ひ
ど
い
扱
い
を
す
る
こ
と
で
す
。

子
ど
も
ど
う
し
が
す
る
『
か
ら
か 

い
』
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、
も
っ
と

ひ
ど
く
お
そ
ろ
し
い
も
の
で
す
。 

　
私
は
こ
の
幼
児
ぎ
ゃ
く
た
い
に
つ

い
て
、
あ
る
１
冊
の
本
と
出
会
い
ま

し
た
。
こ
の
本
は
、
今
ま
で
に
あ
っ

た
ぎ
ゃ
く
た
い
や
、
親
ど
う
し
の
都

合
に
よ
り
子
ど
も
が
ひ
ど
い
目
に
あ

う
と
い
う
話
を
ま
と
め
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
や
り
方
な
ど
を
記
し
た
も

の
で
し
た
。
私
は
当
時
小
学
６
年
生

で
し
た
が
、
こ
の
本
は
と
て
も
印
象

的
で
、
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。 

　
一
番
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
今

年
３
月
、
大
阪
府
豊
中
市
で
生
後
３

か
月
の
男
児
を
揺
さ
ぶ
り
、
脳
に
損

傷
を
与
え
た
と
し
て
傷
害
罪
に
問
わ

れ
た
父
親
Ｉ
に
懲
役
３
年
２
か
月
が

言
い
わ
た
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ぎ
ゃ
く
た
い
さ
れ
た
男
の
子
は
今

も
目
が
見
え
ず
、
言
葉
も
し
ゃ
べ
ら

れ
な
い
状
態
だ
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
事
件
以
外
に
も
、
父
親
と
母

親
、
２
人
で
や
っ
た
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
し
た
。 

　
私
の
お
父
さ
ん
が
以
前
「
ど
っ
ち

か
片
方
が
し
か
っ
て
い
る
時
は
も
う

片
方
が
し
か
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
の

味
方
に
な
る
ん
や
で
。
」
と
言
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
深

い
言
葉
が
、
ぎ
ゃ
く
た
い
が
多
い
こ

ん
な
世
の
中
の
せ
い
か
、
頭
に
残
っ

て
は
な
れ
ま
せ
ん
。 

　
父
親
、
母
親
２
人
で
ぎ
ゃ
く
た
い

を
し
た
と
い
う
人
に
は
、
こ
の
考
え

方
は
な
く
、
自
分
勝
手
に
と
て
も
ひ

ど
い
こ
と
を
し
た
ん
だ
と
実
感
し
反

省
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
、
日
本
の
人
口
は
減
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
あ
と
何
百
年
何
千
年
、
こ

の
ま
ま
で
い
く
と
絶
滅
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
、
未
来
へ
と
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
て
い
く
今
の
子
ど
も
た
ち
を
、

う
み
の
親
が
自
ら
の
手
で
ぎ
ゃ
く
た

い
、
あ
る
い
は
殺
害
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
の
で
す
。 

　
こ
ん
な
世
の
中
、
私
は
あ
り
え
な

い
と
思
い
ま
す
。
親
は
道
を
つ
く
り
、

未
来
を
つ
な
ぐ
子
ど
も
た
ち
に
、
い

ろ
い
ろ
な
知
識
を
伝
え
る
も
と
と
な

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
く
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に･･･

。 

　
も
し
、
ぎ
ゃ
く
た
い
し
そ
う
に
な

っ
た
ら
、
自
ら
の
考
え
の
ま
ち
が
い

に
気
付
き
、
そ
れ
を
正
し
い
方
向
へ

と
変
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
し
っ
か
り

と
本
ら
い
の
自
分
を
見
つ
け
だ
し
て
、

目
の
前
に
い
る
自
分
の
子
ど
も
に
、

今
自
分
が
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
を
一
生
か
け
て
伝
え
よ
う
と
す

る
努
力
を
し
て
み
る
。
こ
れ
に
気
付

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
、

こ
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
人
が

い
る
の
な
ら
、
手
助
け
を
し
て
あ
げ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
ふ
だ
ん
、
こ
の
努
力
を
し
な

い
で
よ
く
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
な
、

と
い
う
場
面
に
出
会
い
ま
す
。
ぎ
ゃ

く
た
い
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
た
子
は
、

も
っ
と
も
っ
と
生
き
た
か
っ
た
だ
ろ

う
に･･･

。
友
達
と
も
っ
と
も
っ
と

し
ゃ
べ
り
た
か
っ
た
だ
ろ

う
に･･･

。
ぎ
ゃ
く
た
い

す
る
親
な
ん
て
最
低
だ
。

私
は
も
し
、
そ
ん
な
人
に

会
っ
た
ら
、
「
自
分
が
逆

の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て

み
ろ
！
き
っ
と
ま
ち
が
い

を
正
せ
る
は
ず
だ
！
」
と

言
い
た
い
で
す
。 

　
子
ど
も
は
親
を
見
て
育
ち
ま
す
。

だ
か
ら
も
し
、
自
分
の
親
が
自
分
に

ぎ
ゃ
く
た
い
を
し
て
い
た
ら
、
大
き

く
な
っ
て
ま
た
自
分
の
子
に
ぎ
ゃ
く

た
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
負
の
連
さ
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
で
、
ま
ち

が
い
に
気
付
き
、
と
め
ら
れ
た
ら
い

い
の
で
す
が
、
や
っ
て
し
ま
う
ま
で

気
が
付
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
今
、
ぎ
ゃ
く
た
い
と
い
う
言
葉
が

ニ
ュ
ー
ス
を
通
し
て
か
か
わ
る
こ
ん

な
世
の
中
、
と
て
も
平
和
な
社
会
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
今
も
ま
だ
、

ぎ
ゃ
く
た
い
さ
れ
傷
つ
い
て
い
る
子

ど
も
た
ち
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
「
ヘ
ル

プ
！！
」
と
い
う
心
の
叫
び
声
を
み
ん

な
で
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の

で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
た
ち
の

未
来
へ
と
続
く
道
を
、
ぎ
ゃ
く
た
い

な
ん
か
で
決
し
て
こ
わ
し
て
は
い
け

な
い
の
で
す
。
た
と
え
、
親
で
あ
ろ

う
と
も
。
し
っ
か
り
と
し
た
態
度
で

子
ど
も
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
親
。
そ
ん

な
人
が
増
え
て
ほ
し
い
な
あ
と
願
っ

て
い
ま
す
。 

ヘ
ル
プ
！！
 

福
崎
東
中
学
校
１
年
　 

枡
田
凪
紗 

福崎小学校１年　西村藍花 

福崎西中学校３年 
藤本拓真 

７ 



国
民
健
康
保
険
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す 

（
１１
月
は
被
保
険
者
証
の
更
新
月
） 

国
民
健
康
保
険
税 

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
１１
月
下

旬
に
簡
易
書
留
で
お
送
り
し
ま
す
。

（
役
場
で
更
新
の
手
続
き
を
し
て

い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
） 

※
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は

同
封
の
封
筒
で
、
１２
月
１
日
以
降

に
役
場
健
康
福
祉
課
へ
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。 

   

〜
保
険
税
は
大
切
な
財
源
で
す
〜 

　
病
院
な
ど
保
険
医
療
機
関
に
か

か
っ
た
時
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

保
険
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

自
己
負
担
金
の
ほ
か
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
や
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
税
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
必
ず

期
限
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。 

〜
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
〜 

　
特
別
な
事
情
も
な
い
の
に
保
険

税
を
滞
納
す
る
と
、
有
効
期
限
が

短
い
被
保
険
者
証（
短
期
被
保
険

者
証
）を
交
付
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

〜
会
社
都
合
に
よ
り
失
業
さ
れ
た

方（
非
自
発
的
失
業
者
）へ
〜 

　
会
社
を
退
職
さ
れ
た
理
由
が
会

社
都
合
の
場
合
、
国
保
税
の
軽
減

制
度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 

〜
納
付
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
を
〜 

　
災
害
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
時
は
早

め
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
減

額
や
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

   

　
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
左

記
の
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成 

【
対
象
者
】 

・
※
３５
歳
以
上
の
国
保
の
被
保
険

者
で
、
受
診
日
に
７５
歳
に
年
齢

到
達
し
て
い
な
い
方 

・
健
保
の
被
扶
養
者
で
※
満
３５
歳

以
上
４０
歳
未
満
の
方 

（
※
の
年
齢
は
平
成
２４
年
４
月
１

　
日
現
在
） 

脳
検
査
の
助
成 

【
対
象
者
】 

・
国
保
の
被
保
険
者
で
※
満
４０
歳

以
上
の
方 

・
健
保
の
被
扶
養
者
で
※
満
４０
歳

以
上
の
方 

（
※
の
年
齢
は
平
成
２４
年
４
月
１

　
日
現
在
） 

特
定
基
本
健
診
の
実
施 

　
１１
月
２５
日
（
日
）
・
２６
日
（
月
）

に
未
受
診
者
の
方
を
対
象
に
、
特

定
基
本
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

長
期
間
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
に

は
電
話
・
訪
問
に
よ
り
ご
案
内
を

し
ま
す
。
本
年
度
、
健
診
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
一
年
度
内

に
人
間
ド
ッ
ク
と
特
定
健
診
を
重

複
し
て
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。 

   

　
移
動
困
難
な
患
者
で
、
そ
の
症

状
か
ら
当
該
医
療
機
関
の
設
備
等

で
は
十
分
な
診
療
が
で
き
ず
医
師

の
指
示
に
よ
り
緊
急
に
転
院
し
た

場
合
な
ど
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
移
送
に
要
し
た
費
用
が
国
保

か
ら
支
給
で
き
ま
す
。 

条
件 

　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
要
で
す
。 

・
目
的
で
あ
る
療
養
が
保
険
診
療

と
し
て
適
切
で
あ
る
。 

・
療
養
す
る
こ
と
と
な
っ
た
原
因

の
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
、
移
動

困
難
で
あ
る
。 

・
医
師
の
指
示
に
よ
り
、
一
時
的
・

緊
急
的
に
移
送
が
必
要
で
あ
り
、

や
む
を
得
な
い
。 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
保
険
証 

・
印
鑑 

・
医
師
の
意
見
書 

・
領
収
書 

・
振
込
先
口
座 

   

　
整
骨
院
や
接
骨
院
等
で
施
術
を

受
け
る
場
合
、
健
康
保
険
証
を
使

え
る
場
合
と
使
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
健
康
保
険
証
が
使
え
な

い
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
健
康
保
険
証
が
使
え
る
場
合 

　
急
性
ま
た
は
亜
急
性
の
外
傷
性

骨
折
・
脱
臼
・
打
撲
・
捻
挫 

○
健
康
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合 

・
日
常
か
ら
く
る
疲
労
・
肩
こ
り
・

腰
痛
・
体
調
不
良
な
ど 

・
医
師
の
同
意
の
な
い
骨
折
や
脱

臼
の
治
療 

・
他
の
医
療
機
関
で
治
療
中
の
同

部
位
に
つ
い
て
、
同
時
期
に
施

術
を
受
け
る
場
合 

・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
代
わ

り
の
利
用 

　
柔
道
整
復
師
へ
の
か
か
り
方
を

正
し
く
理
解
し
適
切
な
受
診
を
す

る
こ
と
で
、
医
療
費
の
適
正
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
申
請
内
容
確
認
の
た
め
、

役
場
健
康
福
祉
課
か
ら
電
話
や
文

書
で
照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
　

国
保
医
療
係 

　
（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

　
税
務
課
　

国
保
税
係 

　
（
内
線
３
４
５
） 

 

国
保
の
保
健
事
業 

移
　
　
送
　
　
費 

柔
道
整
復
施
術
の
保
険
適
用 

ね
ん
ざ 

だ
っ
き
ゅ
う 

11月11日～17日は 
税を考える週間です　　 

税の役割と税務署の仕事を 
ご覧ください 

８ 

※開始には事前準備が必要です。 
　詳しくはe-Taxホームページをご覧ください。 



１
、
播
但
一
揆 

　
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
１０
月
、

姫
路
・
生
野
両
県
で
起
こ
っ
た
大

規
模
な
一
揆
が
播
但
一
揆
と
よ
ば

れ
て
い
ま
す
。
県
の
役
所
や
薬
園
、

大
庄
屋
宅
、
庄
屋
宅
が
次
々
と
焼

き
打
ち
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
揆
は
、
神
東
郡
辻
川
村

の
大
庄
屋
三
木
家
の
襲
撃
か
ら
蜂

起
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

２
、
一
揆
の
勃
発 

　
１０
月
１３
日
、
三
木
家
に
は
県
の

役
人
が
人
別
改
め
を
行
う
た
め
出

張
し
て
来
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、

明
治
政
府
の
新
政
策
に
不
満
を
も

つ
民
衆
が
、
竹
槍
・
鉄
砲
を
携
え

大
勢
集
ま
っ
て
来
て
、
役
人
に
嘆

願
し
よ
う
と
門
前
へ
詰
め
か
け
、

騒
ぎ
出
し
ま
し
た
。 

　
一
揆
勃
発
の
状
況
を
記
し
た
史

料
に
は
、
「
日
は
既
に
薄
暮
に
迫

り
、
遂
に
門
前
群
衆
は
発
砲
と
放

火
な
ど
を
始
め
て
お
り
、
騒
ぎ
出

し
て
動
乱
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は

門
・
塀
を
破
壊
す
る
者
あ
り
、
あ

る
い
は
室
内
へ
踏
み
込
ん
で
建
具

を
破
壊
す
る
者
あ
り
、
あ
る
い
は

刀
を
取
っ
て
石
の
上
に
た
た
き
、

こ
れ
を
折
る
者
も
あ
っ
た
。」（『
福

崎
町
史
』
第
２
巻
）と
あ
り
ま
す
。 

 

３
、
建
物
に
残
る
一
揆
の
痕
跡 

　
三
木
家
住
宅
は
、
平
成
２２
年
度

か
ら
保
存
修
理
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
工
事
の
痕
跡
調
査
で
多

く
の
墨
書
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

墨
書
と
い
う
の
は
、
建
物
の
部
材

に
墨
で
書
か
れ
た
文
字
や
記
号
の

こ
と
で
す
。 

　
「
役
所
の
ま
」
北
面
の
垂
壁
板

（
長
さ
１
９
２
㎝
・
幅
２０
㎝
）
か

ら
発
見
さ
れ
た
墨
書
に
は
、
「
明

治
四
未
年
十
月
土
寇
の
た
め
に
破

損
仕
候
、
明
治
六
酉
年
三
月
北
野

村
大
工
金
藤
佐
十
郎
□
繕
営
仕 

候
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
土

寇
」
と
は
一
揆
の
こ
と
で
、
こ
れ

に
よ
り
播
但
一
揆
で「
役
所
の
ま
」

も
被
害
を
受
け
、
修
繕
さ
れ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
か
み
の
ま
」の
柱
や
縁
側
に
も
、

播
但
一
揆
の
と
き
の
も
の
と
伝
え

る
刀
傷
が
残
っ
て
お
り
、
建
物
に

残
る
こ
れ
ら
の
痕
跡
は
、
文
献
史

料
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
、
打
ち

壊
し
の
よ
う
す
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。 

た
れ
か
べ 

つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う 

た
け
や
り 

９ 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

文
化
財
再
発
見
　 57

大
庄
屋
三
木
家
と
播
但
一
揆 

61

福
崎
町
教
育
委
員
会 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
播
但
一
揆
で
使
わ
れ
た
と
伝
わ
る
竹
槍
。
長
さ
２
３
１
・
５
㎝ 

（
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
） 

▼
 

▲「役所のま」垂壁板から 
　発見された墨書（部分） 

▲縁側の刀傷 

県指定文化財三木家住宅を 
臨時公開！ 

　今回は、「自然歩道を歩こう大会」の
開催にあわせ、保存修理工事現場の臨時
公開を行います。屋根瓦や土壁などを取
りはずし、解体した軸組の状態を見てい
ただける貴重な機会です。発見された墨
書等も展示しますので、ぜひご参加くだ
さい。 
日時　１１月２３日（金・祝）９：００～１７：００ 
場所　三木家住宅（西田原１１０６） 
※申込は不要です。 



歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

●
会
場 

　
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
　
　
２２
・
１
０
０
０ 

　
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
２２
・
５
６
９
９ 

●
開
館
時
間 

　
９
時
〜
１６
時
３０
分 

●
休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日 

　
（
１１
月
２３
日
は
開
館
） 

●
入
館
料
　
無
料 

１０ 

　西暦２０１３年は、奈良時代の和銅６年（７１３）に朝廷より風土記の編さんが命じられてから１３００
年目の年にあたります。 
　本展ではそれに先がけて、現存する５つの風土記のうちの１つである『播磨国風土記』の中
の「神前郡」にスポットをあててご紹介します。「神前郡」は、当館のある福崎町が領域に含ま
れていました。 

　そこで、「神前郡」条に登場する６つの里と、それらに
まつわる伝承などを展示し、柳田國男の兄である井上通
泰の著した『播磨国風土記新考』などから、登場する比
定地についても検証していきます。あわせて、出土した
考古遺物からみえる、当時のようすについても紹介します。 
　また、古代の福崎のみならず、中世や近世・近代の福
崎のようすも資料を通してご紹介し、福崎の変遷をより
詳しく知っていただく機会とするものです。 

平成24年度　特別展 

入館無料 
11月25日まで開催 

主催：福崎町教育委員会 
協力：福崎町立図書館応援隊（紙芝居グループ　対面朗読・録音図書グループ） 
　　　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター 

　福崎町内に関する地名説話としては、建石敷命という神様

がいたとする神前山や、檜で有名な奈具佐山、天日桙命の軍

勢が八千いたために名付けられたという八千軍野などが紹介

されています。神崎山・七種山・八千種など現在にもつなが

る身近な地名が登場するのも風土記の魅力のひとつです。 

たけいわしきのみこと 

な　ぐ　さ　やま 

や　ち　くさ　の 

あめのひぼこのみこと ひのき 

場所：歴史民俗資料館 
「ふるさとの地名が語る古代の神崎郡」 
講師：松下正和さん（近大姫路大学） 

 
場所：柳田國男・松岡家記念館 
「井上通泰の業績と人となり」 
講師：井上舞さん（神戸大学大学院人文学研究科） 
受講料：無料 

＜講演会のお知らせ＞ 
 １１月１７日（土） １３：００～ 

１１月１８日（日） １３：３０～ 

★１７日（土）は、歴民開館３０周年 
　を祝う記念式典を行います。 

　福崎のことが記されている文献史料のなかで、最も古いものは、
『播磨国風土記』（国宝）ですが、展示では、遺物からみえる古代の
福崎の姿もご紹介します。 

　『播磨国風土記』との
関連を示す遺物では、
「神前郡」の地名と同じ
名前が記された木簡が、
奈良県の平城宮跡から見
つかっています。 

③木皿 

④変形した須恵器 

①仏像 

②土馬 

⑤鴟尾 
⑥人形 

⑦帯金具 

し　び 
ひとがた 

＊①～⑤[福井谷遺跡より出土]⑥[文治遺跡より出土]⑦[矢口遺跡より出土]

二
条
大
路
木
簡 

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
蔵
） 



　
記
念
館
で
は
現
在
、
特
別

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
本
展
で
は
、
井
上
通
泰
の

『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
の

執
筆
過
程
を
中
心
と
し
た
通

泰
の
風
土
記
研
究
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
通
泰
の
人
物

像
を
お
伝
え
し
ま
す
。 

　
通
泰
の
交
流
は
広
く
、
森

鴎
外
、
徳
富
蘇
峰
、
高
浜
虚

子
、
三
上
参
次
な
ど
の
知
識

人
や
文
学
者
が
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
交
流
で
あ
っ
た
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書

簡
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
通
泰
と
兄
弟
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
葉
書
や
書
簡

か
ら
も
、
通
泰
の
人
物
像
に
触

れ
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
通
泰
を
通
じ
て
風

土
記
研
究
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り 

１１ 

～井上通泰の風土記研究～ 
平成２４年度　特別展 

入館無料 
11月25日まで 

開催 

　
松
岡
兄
弟
の
三
男
、
井
上
通
泰

は
、
眼
科
医
を
営
む
傍
ら
、
独
学

で
歌
学
や
史
学
の
研
究
を
続
け
、

そ
れ
ら
の
成
果
を
著
作
と
し
て
ま

と
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

晩
年
の
通
泰
の
業
績
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、
『
播
磨
国
風
土
記

新
考
』
で
す
。 

　
現
在
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記

念
館
に
は
、
通
泰
直
筆
の
『
播
磨

国
風
土
記
新
考
』
の
原
稿
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
原

稿
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
の
原

稿
は
、
西
洋
紙
の
４
０
０
字
詰
め

原
稿
用
紙
に
１
行
置
き
に
毛
筆
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
通
泰
の
門
弟

の
一
人
で
あ
る
森
銑
三
が
通
泰
に

つ
い
て
書
き
残
し
た
文
章
に
よ
れ

ば
、
こ
れ
が
通
泰
の
原
稿
執
筆
の

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
あ
る
日
、
森
銑
三
が
、
西
洋
紙

の
原
稿
に
毛
筆
で
執
筆
す
る
通
泰

に
、
日
本
紙
で
原
稿
用
紙
を
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
聞
い
て
み
た
と
こ

ろ
、
通
泰
は
、
西
洋
紙
の
方
が
筆

が
す
べ
っ
て
よ
い
の
だ
、
と
答
え

た
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
１
行

置
き
に
原
稿
を
書
い
て
い
た
の
は
、

後
か
ら
書
き
入
れ
が
し
や
す
い
よ

う
に
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
さ
ら
に
、
原
稿
の
執
筆

に
あ
た
っ
て
は
、
本
文
は
も
と
よ

り
、
目
次
や
索
引
も
自
分
の
手
で

作
り
、
校
正
も
他
人
の
手
を
煩
わ

せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
記
念
館
所
蔵
の
原
稿
に

は
、
「
三
」
と
数
字
が
振
っ
て
あ

り
、
第
３
稿
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
こ
れ
も
通
泰
の
著
述
ス

タ
イ
ル
で
、
著
述
の
際
に
は
、
最

初
か
ら
完
成
し
た
も
の
を
書
こ
う

と
は
せ
ず
、
初
稿
・
再
稿
・
３
稿

と
、
３
度
ま
で
稿
を
重
ね
て
い
た

そ
う
で
す
。 

　『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』の
「
後

記
」
に
は
、
弟
・
柳
田
國
男
に
風

土
記
の
研
究
を
勧
め
ら
れ
、
初
稿

か
ら
第
３
稿
ま
で
執
筆
を
進
め
る

過
程
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、
初
稿
は
手
元
に
あ
る
、

す
で
に
他
の
人
に
よ
っ
て
活
字
化

さ
れ
た
『
播
磨
国
風
土
記
』
の
本

文
を
用
い
て
執
筆
し
ま
し
た
。
次

の
第
２
稿
で
は
、
原
本
の
本
文
を

入
手
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
理
を
把
握
す
る
た

め
に
、
地
誌
を
収
集
す
る
一
方
で
、

播
磨
の
各
郡
出
身
者
か
ら
も
聞
き

取
り
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

第
３
稿
の
執
筆
前
や
執
筆
中
に
は
、

た
び
た
び
播
磨
を
訪
れ
、
福
崎
町

の
二
之
宮
神
社
な
ど
、
風
土
記
ゆ

か
り
の
地
を
巡
検
し
て
い
ま
す
。

稿
を
重
ね
る
た
び
に
、
よ
り
完
成

度
の
高
い
研
究
が
で
き
あ
が
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

　
『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』
の
原

稿
や
そ
の
著
述
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

学
問
に
対
し
て
決
し
て
妥
協
す
る

こ
と
の
な
か
っ
た
、
通
泰
の
研
究

姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

「『
播
磨
国
風
土
記
新
考
』の
原
稿
」 

井上通泰 
『播磨国風土記新考』の直筆原稿 

高浜虚子から通泰に宛てた書簡 

通泰直筆の短冊 國男から通泰へ送った葉書 

も
り 

お
う
が
い 

し 

み
か
み
さ
ん
じ 

と
く
と
み
そ
ほ
う 

た
か
は
ま
き
ょ 

せ
ん
ぞ
う 



　
文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
を
伝

え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で
す
。

か
け
が
え
の
な
い
郷
土
の
歴
史
遺

産
を
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
未
来
へ

守
り
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

   

　
郷
土
を
愛
す
る
心
は
、
郷
土
の

生
い
立
ち
を
正
し
く
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
「
福
崎
の
歴
史

を
学
び
た
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ

ひ
『
福
崎
町
史
』
全
４
巻
を
お
読

み
く
だ
さ
い
。 

□
第
１
巻
　
５
０
０
０
円 

□
第
２
巻
　
４
７
０
０
円 

□
第
３
巻
　
４
０
０
０
円 

□
第
４
巻
　
４
５
０
０
円 

※
詳
し
く
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
。 

　
福
崎
町
で
は
、
昨
年
の
町
制

５５
周
年
と
柳
田
國
男
５０
年
祭
を

機
に
、
柳
田
國
男
の
功
績
を
生

か
し
、
日
本
民
俗
学
の
さ
ら
な

る
発
展
を
願
っ
て
、
日
本
民
俗

学
会
の
研
究
奨
励
賞
に
副
賞
を

贈
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
、
３５
歳
未
満
の
次
世
代

の
民
俗
学
を
担
う
若
手
研
究
者

に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
今
年
は
、
渡
部
鮎
美
さ
ん
（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
非
常
勤

研
究
員
）
の
論
文
「
機
械
化
稲

作
転
換
期
に
お
け
る
稲
作
技
術

の
多
様
化
と
リ
ス
ク
ー
秋
田
県

大
潟
村
を
事
例
に
ー
」
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

　
１０
月
６
日
（
土
）
、
東
京
学

芸
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
民

俗
学
会
第
６４
回
年
会
に
お
い
て
、

第
３２
回
研
究
奨
励
賞
授
賞
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
嶋
田
町

長
が
副
賞
と
し
て
福
崎
町
賞
・

金
１０
万
円
を
贈
り
、
あ
い
さ
つ

の
中
で
「
柳
田
國
男
生
誕
の
地
」

「
も
ち
む
ぎ
麺
の
町
」
福
崎
町

を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
、
柳

田
精
神
を
受
け
継
い
で
、
自
律

（
立
）
の
町
を
つ
く
り
上
げ
た

い
と
述
べ
ま
し
た
。 

１２ 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２４
年
１１
月
１
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
１
０
０
０ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
念
館
） 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
民
） 

61
２２ ２２ ２２ 

市
　
川 
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P

福
崎
駅 

←
山
崎
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→
甘
地
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健
康
福
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事
務
所 

老
人
ホ
ー
ム 

辻
川
北
信
号 

柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
ド 

記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

NTT

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
↑ 

国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

利
用
案
内 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館 

歴
史
民
俗
資
料
館 

１１
月
は 

文
化
財
保
護 

強
調
月
間
で
す 

書
籍
販
売
の
お
知
ら
せ 

日
本
民
俗
学
会
　
　
　
　 

　
　
研
究
奨
励
賞
授
賞
式 

「
日
本
民
俗
学
会
」
と
は
？ 

　
民
俗
学
の
研
究
と
普
及

お
よ
び
会
員
相
互
の
連
絡

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
２４
年
に
発
足
し
た
、

民
俗
学
研
究
者
の
全
国
的

な
学
会
で
す
。 

　
そ
の
前
身
は
、
昭
和
１０

年
に
柳
田
國
男
の
還
暦
を

機
に
、
全
国
の
研
究
者
に

よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
「
民

間
伝
承
の
会
」
で
す
。 

受賞者の渡部鮎美さん（左） 



１３ 

　交通事故は、いつ、どこで起こるか予測できま
せん。万一に備えて、簡単な手続きで加入できる
兵庫県市町交通災害共済にご家族みんなで加入し
ましょう。 
加入資格 
・町内に住んでいる方 
・町内に勤務または在学している方 
※他の保険に加入されていても、この共済の見
舞金は支払われます。 

共済内容　通院３日以上の交通傷害に対し見舞金
を支給 

共済掛金　年額１人あたり５００円 
共済期間　平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 
申込方法 
　新規加入の方は、役場で配布している申込書に
記入し、共済掛金を添えて住民生活課に提出して
ください。継続加入の方は、継続加入のお知らせ
ハガキが届きますので、ご参照ください。 
　詳しくは、チラシ、住民生活課窓口または福崎
町ホームページなどでご確認ください。 

（住民生活課） 

交通災害共済に 
　　家族で加入しましょう！ 
～平成２５年度分の加入申込受付中～ ■農作業車の事故が増加しています 

【農作業車を利用する方へ】 

○道路走行時に、他の車両からわかりやすいよう、

後部反射装置を整備しましょう。 

○視界が悪くなる夕暮れ時の農作業を避けましょう。 

○農作業時の転落・転倒事故に注意しましょう。 

■薄暮時の事故が増加しています 
【ドライバーの方へ】 

○暗くなったら早めに前照灯を点灯しましょう。 

○対向車などがない時は前照灯をハイビームに切

り替えましょう。 

【歩行者・自転車の方へ】 

○外出時には白っぽい服装や反射材を着用しまし

ょう。 

○道路横断する時は必ず左右を確認しましょう。 

福崎警察署からのお知らせ 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　給食センターでは、食育の一環として、子どもたちが毎日食べて
いる給食を知ってもらうために、センターの見学を受け入れていま
す。見学することにより、子どもたちの“食”への関心を高めても
らい、給食を残さず食べて元気に育ってくれることを願っています。 
　給食ができるようすを見てもらったり、写真で説明したりしてい
ます。当日の献立に使う食材も紹介しています。 
　また、見学の思い出づくりに、いくつかの写真スポットも用意し

ています。調理器具（おたま・
しゃもじ）とせいくらべしたり、
お鍋と同じ大きさのロープの
輪に入ったり、今年度から 
“調理員さんになってみよう！”
のコーナーも始めました。時
間の都合で体験できる人数に
は制限がありますが、給食セ
ンターの仕事に興味をもって
もらえるとうれしいです。 

給食センターの食育の取り組み 
★給食センター見学★ 

11月は福崎町食育月間です 



１４ 

クマ 
　但馬地域を中心にツキノワグマが 

生息しています。秋から冬にはエサ 

を求めて人里への出没が多く、12月中旬の冬眠に入るま

では警戒が必要です。 

●山に入る時には鈴やラジオなど音が出る物を携行し、

こちらの居場所を知らせましょう。 

●集落内の栗や柿は、早めに収穫するか、不要な場合は

できる限り処分しましょう。 

有害鳥獣による農作物被害の防止対策 有害鳥獣による農作物被害の防止対策 
シカ 

　人里周辺の環境変化など 

により分布は拡大し、町内 

全域の山間部でも食害が増 

加しています。 

●防護柵を有効に機能させましょう。 

●冬場のエサ源（野菜クズ・あぜ草など）を

減らしましょう。 

（シカとイノシシは狩猟期間を除く） 

【平成２３年度福崎町有害鳥獣捕獲頭数】（単位：頭） 

捕獲方法 

獣　種 

シ　　　カ 

イ ノ シ シ 

アライグマ 

ヌートリア 

60 

　0 

－ 

－ 

　9 

13 

36 

37

69 

13 

36 

37 

 

合計 わな 銃器 
　駆除活動にあたり、
株式会社八千種営農組
合様にご協力いただき、
廃棄する野菜を捕獲用
のエサとして活用させ
ていただいています。
ありがとうございます。 

※目撃情報の提供や捕獲用オリの管理など、農家と猟友会が連携して効率的な駆除活動を進めましょう。 

イノシシ 
　徐々に人馴れしていくため、餌 

付けが重大な事故につながります。 

●生ごみなどを屋外に長時間放置しないようにしましょう。 

●農作物の収穫残や収穫後の稲のヒコバエなどの適正な

管理を行いましょう。 

アライグマ 
　平地から山地まで幅広く生息し、 

民家の屋根裏や社寺などを住処にす 

ることもあります。鋭い爪や歯を持 

ち、攻撃的な面があります。 

●果樹クズやペットのエサの除去を徹底しましょう。 

●屋根裏への侵入防止のため、建物の隙間や穴をできる

だけ塞ぎましょう。 

すみか 
　河川やため池、その周辺の 

雑木林に生息し、泳ぎが得意で５分程度の潜水が可能です。

ため池や水田では、土手や畦の破壊による漏水が発生す

る危険性もあります。 

●野菜クズや生ごみの除去を徹底しましょう。 

●水辺付近の草刈を定期的に行い、隠れ場所や侵入ルー 

　トを少なくしましょう。 

ヌートリア 

ろうすい 

○山の中へ入る際は、目立つ服装を心がけ、音の出るも
の（ラジオなど）を携帯しましょう。白色タオルはシ
カと間違えられやすいため、使用を控えてください。 
○土・日・祝日は、狩猟者が集中します。特に注意して
ください。 
○「わな」は非常に危険です。設置の標識がある場所へ
は近づかないでください。 

 
 

○ニホンジカについて、県全域で１日当たり無制限に捕
獲できます。 
○銃の保管と持ち運びは、決められた正しい方法で行い
ましょう。 
○「わな」には決められた標識を付け、巡回を行いまし
ょう。 
○猟犬の管理を徹底しましょう。 
○猟場が人家近くではないか、入山者の入り込みがないか
など、事前に猟場の状況や特徴を十分に確認しましょう。 
○たき火やタバコの火には、十分な注意と後始末を心が
けましょう。 
○垣・柵などで囲まれた土地、作物のある土地で狩猟を
行う場合は、土地所有者（占有者）の承諾を得ること
が必要です。 

（産業課） 

今年もまもなく狩猟のシーズン！ 今年もまもなく狩猟のシーズン！ 

入山者（ハイカー）のみなさんへ 

狩猟者のみなさんへ 

１１月１５日～翌年２月１５日　解禁 

※ニホンジカとイノシシについては、兵庫県全域 
　で３月１５日まで猟期が延長されています。 



１５ 

農業委員会

農業委員会 
だより 

　農業委員会は、農業生産力の発展及び農業経営の合理化を図り、農民
の地位の向上に寄与することを目的とした、公選制（一部選任）の行政委
員会で、農業委員をもって組織する委員の合議体です。 
　福崎町農業委員会は、選挙委員１３人と選任委員５人の計１８人で構成さ
れ、毎月２０日前後に総会を開催して、農地法にもとづく農地等の権利移動、
転用等について審議をし、許可、受理及び県知事への進達等を行っています。 
　活動としては、毎年１０月から１１月にかけて農地パトロールを行い、耕作放棄地の所有者に対して維持管

理通知を送付し、農地の改善指導を行っています。また、年１
回、先進地視察研修を実施し、農業委員の資質の向上に努めて
います。 
　啓発活動としては、広報ふくさきの紙面に「農業委員会だよ
り」を毎月掲載し、農地パトロールの活動報告、賃借料の情報
提供、農地法にもとづく申請、農地流動化のための利用権設定
に関する手続き、無断転用の啓発記事等を記載しています。 
 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線３９４） 

福崎町農業委員会について（ご紹介） 

第１０回 銀の馬車道 ため池ウォーキング 第１０回 銀の馬車道 ため池ウォーキング 

日　時　１２月１日（土）１０：００～（受付９：３０～） 
　　　　※小雨決行 
場　所　姫路市農業振興センター 
　　　　（姫路市山田町多田１１７４－４７） 
参加費　無料 
コース　姫路市農業振興センター→奥池→銀の馬車道
→人参役所跡（現　岡庭酒造）→長池→八千種庄→八
千種鍛治屋→春日山キャンプ場（昼食・休憩）→姫
路白鷺ゴルフ場付近→北山田→一石一字法華経塚→
諏訪神社（諏訪の岩穴）→多田廃寺跡→姫路市農業振
興センター（解散）約１１㎞ 
募集人数　２００人 
その他　・昼食は各自用意（豚汁無料配布） 
　　　　・駐車場あり 

申込方法　所定の申込書、はがき、 
　ファックス、メールで参加者全員の住所・氏名・年
齢・電話番号を記載のうえ、１１月１６日（金）までに
下記にお申し込みください。 
※代表者がわかるようにしてください。 
　案内は代表者にのみ送付します。 
　　（西光寺野土地改良区） 
　　　〒６７９－２２０３　南田原２１３１番地 
　　　　・Fax２２－００３６ 
　　　E-mail　saikoujino@nifty.com 
主　催　西光寺野土地改良区 
問い合わせ先　○西光寺野土地改良区　　２２－００３６ 
　　　　　　　○役場産業課（内線３９２） 

　１０月１０日、庄自治会主催により、庄新池で「みんなの

ため池教室」が開催されました。八千種小学校の３、４

年生６４人が招待され、まずは、ため池に入って魚とりに

挑戦。泥んこになりながらたくさんの魚をとりました。

その後、捕獲した魚やため池に生息する生き物について、

みんないきいきと楽しく学習をしました。 

　ため池は、憩いの場であるとともに危険も潜んでいます。 

　ため池には必ず大人といっしょに行くようにしましょう。 

『ため池教室』開催！ 



ドレミ　毎月第２木曜日 

１１月８日（木）・１２月１３日（木）１０：００～１１：００ 

　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日 

１２月６日（木）１０：００～１１：００　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」 

「ごはんを楽しく食べるには」 
～子どもの腹時計をととのえましょう～ 

１６ 

　エプロンのポケットからあれれ？何か出てきたよ！ 

　エプロンシアターを親子でいっしょに楽しんで、クリ

スマス会に参加しませんか？ 

日　時　１２月１９日（水）１０：００～１１：００ 

場　所　にこにこひろば 

　　　　エプロンシアター公演　井上智恵子さん 

※にこにこ講座を兼ねています。公演後、歌を

歌ってクリスマス会を楽しみましょう。 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込先　にこにこひろば 

定　員　２０組 

１１月２０日（火）　１０：００～１２：００ 
１２月１８日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

日　　程 

11月 5 日（月） 

11月 7 日（水） 

11月 9 日（金） 

11月12日（月） 

11月19日（月） 

11月21日（水） 

11月26日（月） 

11月27日（火） 

11月30日（金） 

12月 3 日（月） 

12月10日（月） 

12月14日（金） 

実施場所 

長目公民館 

西光寺公民館 

加治谷公民館 

西野公民館 

辻川公民館 

八反田公民館 

桜公民館 

田尻公民館 

福田公民館 

余田公民館 

南大貫公民館 

鍛治屋公民館 

対象地区 

長目・中島・上中島 

西光寺・西野野垣内 

大門・加治谷・亀坪 

西野 

井ノ口・辻川 

八反田・吉田 

桜・長野 

北野・田尻 

駅前・福田・神谷 

余田・庄 

東大貫・西大貫・南大貫 

小倉・鍛治屋 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※対象地区以外の方も参加できます。 
※１１月１９日・２７日はミニディの利用者の方との交流も予定しています。 
　　　　　　　　　　　　　　（問い合わせ先：おひさまらんど） 

　お友達といっしょにクリスマス会を楽しみませんか？ 

　ミニツリー作りもします。 

日　時　１２月１１日（火）・１２日（水）・１７日（月） 

　　　　いずれも１０：００～１１：３０ 

場　所　おひさまらんど 

対　象　就学前の子どもと 

　　　　その保護者 

申込先　おひさまらんど 

定　員　各日とも１０組 

日　時：１１月２０日（火）１０：００～１１：３０ 

場　所：文化センター　１階　和室 

おやつ：もち麦入りおむすびともち麦茶 

　　　　※食物アレルギーのある方は 

　　　　　申込時にお知らせください。 

　　　　※おやつ代として１人５０円が必要です。 

申込締切：１１月１６日（金）までにともだちひろばへ 

　　　　※同じ部屋で託児をします。お母さん、お茶を

　　　　　飲みながら、しばしリフレッシュしませんか？ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
１１
月
２０
日
（
火
） 

　
　
２
月
１９
日
（
火
） 

★
年
末
・
年
始
の
休
館
日 

１２
月
３０
日（
日
）〜
１
月
４
日（
金
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
２５
年
２
月
中
の

利
用
は
１２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と

な
り
ま
す
。
） 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の 

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

特
定
疾
患
者
の
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
原
因
が
不
明
で

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
特

定
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
方
に
対

し
、
毎
年
お
見
舞
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。 

　
支
給
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の

も
の
を
持
参
の
う
え
、
役
場
健
康

福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

①
兵
庫
県
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

「
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」 

　（
有
効
期
間
内
の
も
の
。「
特
定

疾
患
登
録
者
証
」
で
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。
） 

②
振
込
先
の
通
帳 

③
印
鑑 

受
付
期
間 

　
１２
月
３
日（
月
）〜
２８
日（
金
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

  

母
子
家
庭
等
特
別
相
談
開
催 

　
母
子
・
父
子
家
庭
等
の
方
で
、

裁
判
を
前
提
と
す
る
方
を
対
象
に
、

女
性
弁
護
士
に
よ
る
面
接
相
談
を

実
施
し
ま
す
。 

　
ご
希
望
の
方
は
、
１１
月
１９
日（
月
）

ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

面
接
日
　
１２
月
６
日（
木
） 

面
接
場
所 

　
中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所 

　
会
議
室
（
２
階
） 

問
い
合
わ
せ
先 

〇
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
４
） 

〇
中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所 

　
監
査
・
地
域
福
祉
課 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
３
０
０
１

　（
代
） 

  

大
貫
不
燃
物
中
継
基
地
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　
個
人
で
家
屋
等
を
解
体
し
て
発

生
し
た
埋
立
ご
み
（
瓦
・
レ
ン 

ガ
・
ブ
ロ
ッ
ク
片
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
片
）
は
、
大
貫
不
燃
物
中
継
基

地
で
有
料
で
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。 

開
場
日
　
金
・
土
・
日
・
月
曜
日

　
　
　
　（
火
〜
木
曜
は
休
み
） 

受
入
時
間
　
８
時
３０
分
〜
１２
時 

　
　
　
　
　
１３
時
〜
１７
時 

受
入
車
両
　
軽
四
の
み 

料
金
　
１
台
１
１
０
０
円 

受
入
手
順 

　
区
長
さ
ん
の
証
明
「
一
般
廃
棄

物
処
理
（
投
棄
）
申
請
書
」
を
も

ら
っ
て
い
た
だ
き
、
直
接
、
投
棄

場
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
業
者
の
解
体
に
よ
り
発
生
し
た

ご
み
は
産
業
廃
棄
物
と
な
り
ま

す
の
で
、
受
け
入
れ
は
で
き
ま

せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、

ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か
ら
概
ね

３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
相
談
業
務
や
講
座
な

ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
面
と
キ
ャ

リ
ア
面
の
両
方
か
ら
支
援
す
る
も

の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
（
神

河
町
・
市
川
町
・
福
崎
町
）
を
対

象
に
、
講
演
会
と
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。 

開
催
日
　
１１
月
２２
日（
木
） 

【
講
演
会
】
１３
時
３０
分
〜
１５
時 

　
演
題
　
「
今
、
家
族
だ
か
ら
で

　
　
　
　
き
る
こ
と
」 

　
定
員
　
５
〜
８
人 

【
相
談
会
】
１５
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分 

※
講
演
会
、
相
談
会
と
も
予
約
制

で
す
。 

※
講
師
、
相
談
員
は
、
ひ
め
じ
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。 

会
場
　
神
河
町
中
央
公
民
館 

受
付
締
切
　
１１
月
１５
日（
木
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河 

　
町
・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
先 

　
神
河
町
住
民
生
活
課 

　
　
３４
・
０
９
６
２ 

１７ 

お知らせ 

information

お
お
む 

　公共下水道・農業集落排水・コミュニティプラ
ントに接続する排水設備工事は、福崎町の指定工
事店でないとできません。工事は必ず指定工事店
へお申し込みください。 
　福崎町指定工事店については、役場下水道課に
お問い合わせください。 
 
　下水道宅内排水設備工事の指定 
工事店が、次のとおり追加となり 
ました。 

指定工事店名 

（有）ミナミ設備 

営業所所在地 

姫路市夢前町塚本１９８番地３ 

電話番号 

（０７９）３３７－２３１０ 

※一覧表は福崎町ホームページに掲載しています。 

問い合わせ先　下水道課（内線３１２・３１３） 

指定工事店数　１３５件（Ｈ２４年９月末） 



戦
没
者
遺
児
に
よ
る
「
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
募
集 

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
は
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
さ
れ
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等

の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
、
慰
霊
友
好
親

善
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

参
加
費
　
９
万
円 

実
施
地
域 

「
広
域
地
域
」 

①
旧
満
州 

②
旧
ソ
連 

③
モ
ン
ゴ
ル（
中
止
） 

④
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア 

⑤
中
国（
１
次
） 

⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島 

⑦
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
１
次
） 

⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島 

⑨
ト
ラ
ッ
ク
諸
島 

⑩
パ
ラ
オ
諸
島 

⑪
ソ
ロ
モ
ン
諸
島 

⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
） 

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー（
１
次
） 

⑭
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡 

⑮
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド（
２
次
） 

⑯
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア（
２
次
） 

⑰
フ
ィ
リ
ピ
ン（
２
次
） 

⑱
中
国（
２
次
） 

「
特
定
地
域
」 

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア 

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島 

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト

諸
島 

問
い
合
わ
せ
先 

（
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局 

　
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１ 

申
し
込
み
先 

お
住
ま
い
の
各
都
道
府
県
遺
族
会 

  

法
務
局
に
よ
る
公
開
講
座
・

無
料
登
記
相
談
会
開
催 

日
時
　
１１
月
１６
日（
金
） 

・
公
開
講
座
　
１３
時
３０
分
〜
１５
時 

・
登
記
相
談
　
１３
時
３０
分
〜
１６
時 

会
場
　
福
崎
町
役
場
　

大
会
議
室 

講
座
内
容
　
遺
言
と
相
続（
仮
題
） 

定
員 

・
公
開
講
座
　
３０
人 

・
登
記
相
談
　
１２
組
（
１
組
約
３０

分
を
目
安
） 

申
込
方
法
　
１１
月
１４
日
（
水
）
ま

で
に
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７

４
）
へ 

問
い
合
わ
せ
先 

神
戸
地
方
法
務
局
姫
路
支
局
総
務
課 

　
０
７
９
・
２
２
５
・
１
９
２
６ 

  

ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２

開
催 

　
播
但
連
絡
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
で
「
ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
２
」
を
開
催
し
ま
す
。
播
磨
、

但
馬
の
旬
の
味
覚
や
特
産
品
が
い

っ
ぱ
い
！
温
泉
宿
泊
券
な
ど
が
当

た
る
抽
選
企
画
や
播
磨
、
但
馬
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
登
場
し
ま
す
。

休
日
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。 

開
催
日
　
１１
月
２３
日（
金
・
祝
） 

開
催
時
間 

〇
市
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
北
行

き
）９
時
〜
１４
時 

〇
朝
来
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
南
行

き
）１１
時
〜
１６
時 

問
い
合
わ
せ
先 

播
但
連
絡
道
路
利
用
促
進
協
議
会 

　
０
７
８
・
２
３
２
・
９
６
３
５ 

  

犯
罪
被
害
者
週
間 

期
間
　
１１
月
２５
日（
日
）〜 

　
　
　
１２
月
１
日（
土
） 

相
談
窓
口 

〇
兵
庫
県
警
察
被
害
者
支
援
室 

　
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
０
１
２
０
・
３
３
８
・
２
７
４ 

９
時
〜
１７
時
４５
分
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
） 

〇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
ょ
う
ご
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
７
８
・
３
６
７
・
７
８
３
３ 

【
電
話
相
談
】 

火
・
水
・
金
・
土
（
祝
日
を
除
く
）

１０
時
〜
１６
時 

【
面
接
相
談（
法
律
・
心
理
）】 

＊
要
予
約 

相
談
内
容
　
犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
々
の
心
の
悩
み
や
精
神
的

不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
警
察
署 

　
２３
・
０
１
１
０（
内
線
２
１
３
） 

１８ 

ふるさとひょうご記念貨幣発行 ふるさとひょうご記念貨幣発行 『銀の馬車道沿線交流フェスティバル』 『銀の馬車道沿線交流フェスティバル』 『銀の馬車道沿線交流フェスティバル』 
　コウノトリをデザインした記念貨幣が国か
ら発行されます。 

日時　１１月２４日（土）１３：００～１５：３０ 

場所　文化センター 

内容　・・講演『水が取り持つむら組織』 

　　　　　岡山大学　本田恭子　助教 

　　　・・地域活動の紹介 

　　　　（姫路市北恒屋・神河町中村・市川町坂戸・ 

　　　　　福崎町八千種営農） 

　　　・・農産物、加工品等の販売 

主催　銀の馬車道ネットワーク協議会 

問い合わせ先 

　〇姫路土地改良センター　　０７９－２８１－９３６９ 

　〇福崎町役場産業課（内線３９２・３９３） 
 

　銀の馬車道とは、生野銀山と姫路市飾磨港を結ぶ明治初
期の馬車専用道路で当時の高速道路です。 

問い合わせ先 
　〇造幣局　　０５０－５５４８－８６８６ 
　　　　　　（ハローダイヤル８：００～２１：００） 
　〇兵庫県地域振興課　　０７８－３６２－９０１４ 

　１１月上旬頃から３週間、造
幣局で申込受付されます。詳
細は、造幣局から１１月上旬に発表予定。 
・販売価格　６，０００円 
・応募者多数の場合は抽選 

千円貨幣（直径４０mm） 

　金融機関窓口で平成２５年１
月頃に額面同額で交換となり
ます。 

５００円貨幣（直径２６.５mm） 



俳

句

会 

短

歌

会 

秋
の
旅
明
治
の
駅
舎
に
降
り
た
ち

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
人
住
ま
ぬ
旧
家
の
土
間
に
鳴
く
ち

ち
ろ
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

去
ぬ
燕
へ
岬
灯
台
灯
を
と
も
す 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

燕
去
り
後
は
淋
し
き
深
庇 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

薄
紅
葉
勾
配
ゆ
る
き
女
坂 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

吊
橋
の
揺
れ
る
渓
谷
初
紅
葉 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

神
の
田
の
稔
り
の
稲
穂
頭
垂
れ 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

秋
半
ば
草
木
を
撫
で
る
風
軽
る
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

仲
秋
や
野
菜
作
り
が
日
々
楽
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

仲
の
秋
は
が
き
一
枚
娘
の
便
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

友
寄
れ
ば
旅
の
約
束
仲
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

生
き
方
も
ふ
り
か
え
り
見
る
秋
半

ば
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

敬
老
の
日
生
涯
と
れ
ぬ
国
訛
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
和
津
美 

 

無
人
駅
小
さ
き
花
壇
に
野
菊
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

名
月
の
光
差
し
こ
む
独
り
部
屋 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

大
阿
蘇
の
煙
の
下
に
竜
胆
咲
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

糸
瓜
忌
や
句
帳
に
無
季
の
一
行
詩 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

蛇
口
よ
り
噴
か
す
井
戸
水
と
き
か
け
し
撒
水
疲
れ
の

腕
に
し
た
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

聞
こ
え
く
る
福
崎
ま
つ
り
の
こ
の
夕
べ
踊
り
の
輪
は

い
ま
酣
な
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

思
ひ
出
は
夏
の
日
に
あ
り
麦
藁
の
灰
汁
に
て
縞
の
ふ

と
ん
洗
ひ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 
 

飽
き
る
な
く
眺
め
て
い
た
し
嬰
子
の
笑
み
を
う
か
べ

て
す
ま
し
た
寝
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

ま
ま
ご
と
の
椀
に
夕
立
の
水
溜
ま
る
幼
の
去
り
し
庭

の
片
隅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

手
足
な
き
甲
虫
道
の
片
隅
に
死
し
て
も
背
を
光
ら
せ

て
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

し
め
き
り
日
せ
ま
り
て
急
ぎ
ポ
ス
ト
迄
暑
き
夕
暮
葉

書
出
し
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

 

田
の
稲
に
防
虫
剤
を
撒
く
ヘ
リ
は
前
進
後
退
自
在
に

う
ご
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

明
け
初
む
る
窓
に
見
透
か
す
蜘
蛛
の
影
ゆ
れ
つ
つ
空

間
泳
ぎ
い
る
か
に
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

夏
の
鳶
雲
よ
り
出
で
て
雲
に
入
り
入
道
雲
を
渡
り
ゆ

く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

和
ら
ぎ
し
朝
の
日
差
し
に
鍬
打
て
ば
秋
茄
子
ほ
ろ
り

露
を
こ
ぼ
せ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

せ
な 

こ
う
ち
ゅ
う 

え
　
き 

い 

さ 

ふ
か
ひ
さ
し 

こ
う
べ 

な
か 

ち
ゅ
う
し
ゅ
う 

な
か 

こ 

り
ん
ど
う 

へ
ち
ま
き 

「
福
崎
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス

タ
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集
！ 

日
時
　
１２
月
２
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者 

チ
ー
ム
編
成
　
６
人
制
（
男
子
２

人
以
下
・
女
子
４
人
以
上
ま
た

は
女
子
６
人
） 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
　
１１
月
２４
日
（
土
）
ま
で
に

第
１
体
育
館
（
　
２２
・
１
１
５

３
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
７
３
０
１
）

ま
た
は
協
会
役
員
・
大
杉（
　
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
２２
・
３
２
３
１
）へ
。 

  

剣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
第
３８
回
神
崎
郡
少
年
剣
道
大
会

が
８
月
２６
日
に
神
河
町
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

個
人
戦 

【
小
学
３
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
高
岡
祐
丞（
福
崎
小
） 

【
小
学
５
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
大
野
健
介（
福
崎
小
） 

【
小
学
４
・
５
年
生
女
子
の
部
】 

優
　
勝
　
森
崎
志
桜
里（
福
崎
小
） 

準
優
勝
　
内
海
有
美（
福
崎
小
） 

【
中
学
１
年
生
の
部
】 

優
　
勝
　
三
浦
　
耀（
東
中
） 

準
優
勝
　
高
岡
琢
真（
西
中
） 

【
中
学
１
・
２
年
生
女
子
の
部
】 

優
　
勝
　
藤
後
結
衣（
西
中
） 

準
優
勝
　
森
崎
佳
歩（
西
中
） 

        
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
９
月
３０
日
、
第
１
体
育
館
で
「
第

１８
回
福
崎
町
６
人
制
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
７
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
高
校
生

チ
ー
ム
の
出
場
も
あ
り
、
若
さ
あ

ふ
れ
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
き
ん
と
ん
ぱ
い 

準
優
勝
　
瓦
屋
ａ
∫ 

１９ 

ス
ポ
ー
ツ 

優勝した「きんとんぱい」チームのみなさん 



１１月２５・２６日　町ぐるみ健診を実施します　お忘れなく受診ください 
　受診は申し込みが必要です…詳しくは保健センターまでおたずねください No.295

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

　１１月１日から、四種混合ワクチンの接種が始

まりました。 

　四種混合ワクチンは、今までの三種混合（ジフ

テリア・百日せき・破傷風）にポリオが加わった

不活化ワクチンです。 

 

＜対象年齢＞　生後３か月～７歳６か月未満 

＜接種対象者＞ 

　　従来の三種混合・不活化ポリオワクチン・生

ポリオワクチンの予防接種を受けていない方（す

でに三種混合または不活化ポリオワクチンの接

種を開始している方は、同じ種類の予防接種で

接種を完了してください。） 

＜持参物＞ 
　・母子健康手帳 
・予診票 
　　現在お持ちの、三種混合予防接種予診票は
使用できません。 
　新しい予診票は、健診等で保健センターに
来られた時にお渡ししますが、直接取りに来
ていただいても結構です。 

＜料金＞　無料 
＜予防接種の受け方＞ 
　確実に免疫をつけるために、接種間隔を守っ
て受けましょう！ 
・Ⅰ期初回　３回（３～８週の間隔で） 
・Ⅰ期追加　１回（３回目接種後、１年～１年
　　　　　　　　　半の間） 

２０ 

四種混合定期予防接種のお知らせ 四種混合定期予防接種のお知らせ 

＜予防接種実施医療機関＞　事前に必ず予約を入れてください。 

医療機関名 

山田医院 

松岡クリニック 

平野病院 

城谷医院 

吉田クリニック 

西田原1430-3 

西田原1149-1 

西田原1479 

八千種2252 

福田294-5

所在地 電話番号 

22－5305 

22－7885 

22－1237 

22－0064 

22－0004

高齢者インフルエンザ予防接種が始まりました 

１２月２８日（金）まで 

　免疫がつくまでには、接種してから約２週間
かかり、効果は約５か月間継続します。 
　流行に備え、１１月中には接種を済ませるよ
うにしましょう。 



保健センターだより 

２１ 

＊二種混合、三種混合、四種混合、日本脳炎、ポリオは、接
種間隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児）３期（中
学１年生に相当する年齢）４期（高校３年生に相当する年齢） 

＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２３.１１月生まれの児 

H２４.８月生まれの児 

Ｈ２４.７月生まれの児 

Ｈ２４.１月生まれの児 

H２３.３・４月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１１/１２（月） 

月～金 

１１/１２（月） 
 

１１/１２（月） 

１１/２８（水） 

１１/２０（火） 

１１/２８（水） 

１１/２１（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター11月定例行事予定 

第122号 

い　つ　１１月１０日（土）１４:００～１６:００ 
どこで　ケアステーションかんざき 
　　　　２階研修ホール（神河町粟賀町３８５番地） 
講　師　特定非営利活動法人「いねいぶる」 
　　　　　所長　宮崎宏興さん 
参加費　無料 
その他　託児あり（ケアステーションかんざき 
　　　　　３２－１９１０への事前申込が必要です。） 
　　　　※駐車場は病院南駐車場をご利用ください。 
 
　精神障害者を理解し地域で支えるために、私たち地域住
民ができることについて理解を深める講演会です。 
　多くの方の参加をお待ちしています。 

地域公開講座のお知らせ 

１１月は「児童虐待防止推進月間」 
　児童虐待は子どもに対する重大な人権侵害です。

子どもの心身の成長や人格形成に深刻な影響を与え

るだけでなく、次の世代に引き継がれるおそれもあ

ります。 

〇身体的虐待　子どもの身体に苦痛や外傷が生じる

ような暴行をくわえること 

〇性 的 虐 待　子どもにわいせつな行為をする/さ

せること 

〇ネグレクト　子どもの健康・安全に配慮しない、衣

食住の世話をしないなど、保護者とし

ての監護を著しく怠っていること 

〇心理的虐待　子どもの心を著しく傷つけること 

 

 

　虐待はどの家庭にも起こりうることです。近所の

家庭のようすがおかしいなと思ったときは、迷わず

相談・通告してください。保護者が「しつけ」のつ

もりでも、子どもにとって著しく苦痛である場合は

虐待にあたります。「虐待されていると思われる子

どもを発見したら速やかに通告しなければならない」

と児童虐待防止法で定められています。 

　相談・通告は匿名ででき、通告者のプライバシー

は法律で保護されています。虐待の事実がなかった

場合でも責任を問われることはありません。 

■児童相談所全国共通ダイヤル　０５７０－０６４－０００ 

 

 

　子どもの良い育ちは、まずお母さん・お父さんの

心身のゆとりが大切です。虐待に限らず、子育てに

積極的になれない、ストレスがたまるなど子育ての

不安や相談をお受けします。 

■福崎町保健センター（内線３６０～３６３） 
 

　地域ぐるみで児童虐待を防止し、子どもが明るく
健やかに育つ福崎町にしましょう 

今年のテーマは“AIDS”GOES ON…～エイズは続いている～です 
　エイズについて、社会的関心は低下しています。 
　しかし、エイズの問題は解決したわけではあり
ません。国内の累積感染者、患者報告数は２万人を
超えたことが明らかになりました。（２０１２．６月末）
あなたもエイズについて考えてみませんか。 

HIV検査は匿名・無料 
　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）で匿名・無料
で受けることができます。（原則、毎月第１・第３水） 
予約制です。お電話ください。 
　中播磨健康福祉事務所　地域保健課　　２２－１２３４ 

もしかして「虐待かもしれない」と思ったら 

心配ごとや悩みはひとりで抱え込まないで相談を 



　
今
回
紹
介
す
る
「
ま
ち
の
先
生
」
は
、
舞
踊
指
導
を
さ
れ
て
い
る

福
崎
民
踊
会
の
水
田
一
江
さ
ん
で
す
。
水
田
さ
ん
は
平
成
２４
年
度
の

福
崎
町
善
意
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
舞
踊
を
通
じ
て
福
崎
町
の
文

化
発
展
に
貢
献
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
私
た
ち
は
、
八
千
種
小
学
校
で
の
舞
踊
指
導
の
よ
う
す
を
取

材
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
福
崎
音
頭
」
を
指
導
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
運
動
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
い
て
、
水

田
さ
ん
は
じ
め
福
崎
民
踊
会
の
み
な
さ
ん
が
、
児
童
の
輪
に
入
っ

て
、
て
い
ね
い
に
、
そ
し
て
熱
心
に
教
え
て
お
ら
れ
る
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。 

　
水
田
さ
ん
は
「
楽
し
く
団
結
力
の
あ
る
会
員
の
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
で
、
と
て
も
有
意
義
な
活
動
が
で
き
て
い

ま
す
。
体
が
元
気
な
限
り
踊
り
を
続
け
て
、

楽
し
ん
で
い
き
た
い
。
」
と
周
り
の
方
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
口
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

水
田
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
い
、
私
た
ち
も

周
囲
の
人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
毎
日
を
明

る
く
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
ま

し
た
。 

（
木
村
直
子
・
山
下
真
以
子
・
塩
見
浩
幸
・
石
川
祐
規
） 

◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 
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町民のうごき 

平成２４年９月末現在 

７，２２６世帯 
９，３５９人　 
４３人　 
８人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６１６人 
１０，２５７人 

５１人 
２３人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２２ 

 ■
表
紙
写
真
の
説
明 

み
ん
よ
う
か
い 

　
１０
月
１３
日（
土
）、
観
光
協
会
主
催
「
神
前
山
ハ
イ
キ
ン

グ
」
が
、
銀
の
馬
車
道
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
神
前
山（
山

崎
）は
神
崎
郡
の
名
の
由
来
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
山
上
で
は
風
土
記
に
つ
い
て
説
明
も
あ
り
、
８０
名
を

超
え
る
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
山
の
美
し
い
季
節
で
す
。
こ
の
秋
は
山
歩
き
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 


